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明治初期の関東地方の土地利用をインターネットで閲覧可能に
�歴史的農業環境閲覧システムの開発�

はじめに

かつての日本の農業は、周囲の自然環

境をさまざまな形で利用していました。

たとえば、森林を利用して薪や炭を作り、

ススキなどの草地からかやぶき屋根の材

料や、農作業に使う牛や馬の餌を得てい

ました。また、森林や草地から得られた

落ち葉や草は、肥料の重要な材料でした。

このように農村と深い関わりを持って管

理されていた農村周辺の森林や草地は里

地里山とも呼ばれ、さまざまな生物の生

息地としても重要な意味を持っていまし

た。現在、これらの里地里山の変化や減

少により、そこに棲んでいる生物の多様

性の減少が大きな問題となっています。

農環研ではこれまで、明治時代初期、

約120年前に作られた「迅速測図」とい

う地図を利用して、生物の生息に適した

場所がかつての農村の周辺にどれくらい

存在していたのか、どのように増減した

のかを研究してきました。この「迅速測

図」は演習などの軍事的目的のために日

本各地で作製されていますが、とくに関

東平野を対象に作製されたものは土地利用毎に色分

けされ、さらに土地利用の地目が書かれてますので、

明治時代の環境を復元するための貴重な資料として

利用されています（図1）。私たちは迅速測図が専門

的な研究のためだけではなく、NPOやNGOによる

里地里山の保全や管理活動の指針として、あるいは

身近な自然環境の変化を知るための基礎的資料とし

て、さまざまな場面で利用価値があるのではないか

と考えました。そこで、迅速測図をインターネット

上で閲覧、利用してもらうための「歴史的農業環境

閲覧システム」を開発・公開しました。

迅速測図のデジタル地図データ化

関東平野を対象に作られた迅速測図は紙に印刷さ

れており、全部で約900枚あります。当然、このま

まではインターネット上で利用することはできませ

ん。そこでまず、この地図をすべてスキャナーで読

み込み、デジタル化しました。次に、このデータを

つなぎ合わせて、一枚の大きな画像にしました。た

だし、この状態ではデジタル地図としては利用でき

ません。そのため、地理情報システム（GIS）とい

うソフトウェアを使ってこの画像に位置情報を与

え、デジタル地図として利用できるようにしました。

これによって、現在の道路などと自動的に重ね合わ

せて表示できるようになりました。
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図１　茨城県牛久市牛
久沼周辺の「迅速測
図」。名称は、迅速に
測量を行うという意味
の「迅速測圖法」に由
来する（国土地理院所
蔵、第一軍管地方二万
分一迅速測圖原圖より
作製）
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歴史的農業環境閲覧システムの構築とその利用法
次の目標は、デジタル地図化した迅速測図を、特

殊なソフトウェアをなるべく使用しないで利用で
きるようにすることです。そこでまず、FireFox
やInternet Explorerなどのインターネットブラ
ウザを使って見ることのできるWebサイトを作製
しました。このサイトを利用するには、インター
ネットの検索サービスで「歴史的農業環境閲覧シス
テム」というキーワードで調べるか、http://habs.
dc.affrc.go.jp/にアクセスして下さい。すると、図
2のような画面が表示されます。ここで、左側の地
図上の地名か、右側の文字をクリックすると、その
場所を中心とした迅速測図が表示されます。図3は、
千葉県の柏市周辺を表示した例です。この画面では
昔の地図の上に、赤い線で現在の道路を、水色の線
で現在の河川や池、海と陸地との境界線を重ねて表
示しています。地図の凡例は、右側に表示されてい
る「歴史的農業環境閲覧システムFAQ」をクリック
すると見ることができます。また、地図の右上に
ある「＋」マークをクリックすると、表示される地
図を選択することが出来ます。ここで「土地利用図

（1997年）」をクリックすると、現在の土地利用図
が表示されます。地図の表示倍率や表示範囲は、左
側のナビゲーションバーやマウスを使って変えるこ
とができます。

また、このサイトの構築にあたっては、無料で利
用できるオープンソース・ソフトウェアを使用して
いるので、様々な用途での活用も可能です。

もう一つは、Google Earthというソフトウェア
を使って表示させる方法です。先ほどのページに

「Google Earth用KMZファイル」をダウンロード
するためのリンクがありますので、そちらをクリッ
クするとGoogle Earth上に迅速測図が表示されま
す。Google Earthには、限られた地域ではありま
すが、詳細な航空写真が整備されていますので、よ
り細かい土地利用との比較が可能になります。さら

に、迅速測図の透明度を変えることにより、過去と
現在の土地利用の比較が簡単にできます（図4）。

さて、今回の一連の作業では、迅速測図を一枚
の図に結合するときに地図と地図の間にずれが見
られる場合がありました。そのため、ブラウザや
Google Earth上に表示された今の位置と迅速測図
上での位置が、最大150m程度ずれる場合がありま
すので、ご注意下さい。

迅速測図から読み取れる農村の変化
迅速測図と現在の土地利用図を比べて見ると、現

在は、都市化しているところでも、多くの場所が水
田や畑、森林であったことが読み取れます。また、
印旛沼、手賀沼などの沼は、大規模に干拓されて水
田に変化したことがわかります。そして、上総台地
や稲敷台地、房総丘陵といった地域を中心に、「荒」、

「灌」、「草」といった文字が書かれた草地や低木地
が広がっていたことがわかります。しかし現在、広
い面積の草地や低木地は、日本国内を見渡してもき
わめて限られた場所にしか残存していません。この
ことは、明治時代以降の近代化の中で、農村と農村
周辺の環境が、急激に変わってきたことを示してい
ます。

ぜひこの地図を見て、120年前の関東平野がどの
ような環境であったのか、思いをはせていただきた
いと思います。

図２
歴史的農業環境
閲覧システムの
表示画面

図３
千葉県の
柏市周辺
の表示例

図４　Google�Earthを用いた現在と過去の土地利用の比較
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